
財務の概要 －2023年度決算について－ 

 

1. 概要 

2023 年度は、新病院棟建設や持続的な投資を可能とする財務基盤の強化に向けて、

基本金組入前当年度収支差額 1,626 百万円を期初予算に計上しました。不安定な国際

情勢や円安進行による物価高騰、新型コロナウイルス感染症関連の公的支援の減少な

どのマイナス要因が重なる中、医療収支の大幅改善、業務運営の効率化や経費コント

ロールの取り組みを一層強化した結果、基本金組入前当年度収支差額は前年度比 42百

万円減の 4,075百万円と、ほぼ前年度水準を確保する決算となりました。 

 

2. 事業活動収支計算書（表 1・2及びグラフ） 

＜教育活動収支＞ 

① 教育活動収入 

   教育活動収入は 62,501百万円となり、前年度比 319百万円の減収となりました。 

   教育活動収入の大半を占める西宮本院の医療収入は、外来患者が減少したものの、

外来単価の上昇、病床稼働率の上昇が寄与し、前年度比 2,726百万円増の 44,736百万

円となりました。 

   一方で、大口の現物寄付が終了したことに加えて、経常費補助金が前年度比 401 百

万円減少、また感染症対策に係る補助金が前年度比 1,974 百万円減少し、大口のマイ

ナス要因が重なったことから、経常費等補助金は前年度比 2,416 百万円減の 3,458 百

万円となりました。 

② 教育活動支出 

教育活動支出は、58,764百万円となり、前年度比 904百万円の増加となりました。 

人件費は、看護職員の減少などにより職員人件費が減少したことに加え、退職給付

関連費用が減少したことにより、前年度比 492百万円減の 23,594百万円となりました。 

教育研究経費は、奨学費、旅費交通費などが増加したものの、修繕費などが減少し

たため、前年度比 160百万円減の 4,870百万円となりました。 

また、医療経費は、診療稼働水準の改善に加えて、薬品費や医療材料費の増加など

により、前年度比 1,696百万円増の 28,993百万円となりました。 

この結果、医療収支差額は 19,479百万円と、前年度比 1,103百万円の大幅な改善と

なりました。 

＜教育活動外収支＞ 

教育活動外収支は、有価証券の積み増しなどにより、受取利息・配当金収入が増加し

たため、前年度比 61百万円増の 267百万円となりました。 

  

 



＜特別収支＞ 

開学 50周年記念事業募金に係る施設設備寄付金などが減少したものの、旧立体駐車

場等の解体に伴う資産処分差額 1,152百万円の減少により、特別収支は前年度比 1,117

百万円増加し 95百万円となりました。 

 

3. 資金収支計算書（表 3） 

資金収支については、収入（資産売却収入含む）が前年度比 3,639 百万円増加した

ものの、支出（資産運用支出含む）が前年度比 4,360 百万円増加したため、翌年度繰

越支払資金（現金預金）は、2022年度末 14,284百万円より 270百万円減少し、14,014

百万円となりました。 

 

4. 貸借対照表（表 4） 

2023 年度末の貸借対照表の純資産（資産の部－負債の部）は、大幅な黒字決算を背

景に前年度末比 4,075百万円増の 89,673百万円となりました。 

資産の部は、建物・機器等の減価償却が進んだ一方で、新病院棟建設に伴う建設仮

勘定や資金の効率的運用による有価証券等の増加によって、前年度比 2,725 百万円増

加し 117,672百万円となりました。 

負債の部は、リース物件の増加により長期未払金が増加したものの、借入金、未払

金などが減少した結果、前年度比 1,351百万円減少し 27,999百万円となりました。 

なお、2023 年度末の総保有資金残高は、前年度比 3,540 百万円増の 41,316 百万円

となりました。 

 

5. 主要財務比率の推移（表 5） 

表 5 にて財務比率の推移を表しています。比率の意味、主な留意点等を表の次頁に

記載しています。 

 

6. キャッシュ・フローの推移（表 6） 

「教育研究活動」「施設等整備活動」「財務活動」の活動区分ごとのキャッシュ・フ

ローの推移を表しています。それぞれのキャッシュ・フロー計算書は、他の会計基準

とほぼ同様の区分等の手法を採用して作成しています。 

 

以上 









(単位：円)
金　　額

学生生徒等納付金収入 7,239,034,880 
手数料収入 238,861,260 
特別寄付金収入 574,215,059 
一般寄付金収入 0 
経常費等補助金収入 3,458,020,480 
付随事業収入 1,753,451,415 
医療収入 48,472,079,974 
雑収入 751,791,358 
教育活動資金収入計 62,487,454,426 
人件費支出 23,563,734,585 
教育研究経費支出 3,202,214,062 
医療経費支出 26,608,150,637 
管理経費支出 1,113,998,274 
教育活動資金支出計 54,488,097,558 

7,999,356,868 
1,122,786,476 
9,122,143,344 

金　　額
施設設備寄付金収入 46,395,452 
施設設備補助金収入 37,598,000 
施設設備売却収入 2,688,500 
第2号基本金引当特定資産取崩収入 0 
施設整備等活動資金収入計 86,681,952 
施設関係支出 3,118,236,074 
設備関係支出 1,264,340,536 
第2号基本金引当特定資産繰入支出 0 
施設整備等活動資金支出計 4,382,576,610 

差　　引 △4,295,894,658 
調整勘定等 △593,119,134 

△4,889,013,792 
4,233,129,552 

金　　額
借入金等収入 235,864,504 
有価証券売却収入 2,000,000,000 
退職給与引当特定資産取崩収入 0 
貸付金回収収入 36,943,981 
短期貸付金回収収入 49,589,545 
預り金受入収入 12,539,575 
　小計 2,334,937,605 
受取利息・配当金収入 266,608,833 
過年度修正収入 16,517,868 
その他の活動資金収入計 2,618,064,306 
借入金等返済支出 879,505,382 
有価証券購入支出 5,809,807,000 
貸付金支払支出 232,950,000 
預り金支払支出 0 
仮払金支払支出 18,775,713 
　小計 6,941,038,095 
借入金等利息支出 24,281,350 
過年度修正支出 8,155,431 
その他の活動資金支出計 6,973,474,876 

△4,355,410,570 
△147,910,895 

△4,503,321,465 

△270,191,913 
14,284,410,470 
14,014,218,557 

［予備費]
支払資金の増減額（小計＋その他の活動資金収支差額）
前年度繰越支払資金
翌年度繰越支払資金
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Ⅰ　資産総額 117,672,267,424 円

　内　 基本財産 71,364,828,572 円

　　　 運用財産 46,307,438,852 円

収益事業用財産 0 円

Ⅱ　負債総額 27,999,133,931 円

Ⅲ　正味財産 89,673,133,493 円

　資産額
１ 基本財産 71,364,828,572 円

土地 155,406.14 ㎡ 15,581,449,731 円

建物 217,423.78 ㎡ 29,518,814,333 円

図書 78,846 冊 399,449,796 円

教具･校具・備品 19,285 点 7,412,551,974 円

その他 18,452,562,738 円

２ 運用財産 46,307,438,852 円

現金預金 14,014,218,557 円

その他 32,293,220,295 円

３ 収益事業用財産 0 円

　資産総額 117,672,267,424 円

　負債額
１ 固定負債 17,797,068,422 円

長期借入金 7,942,407,000 円

その他 9,854,661,422 円

２ 流動負債 10,202,065,509 円

短期借入金 871,074,504 円

その他 9,330,991,005 円

　負債総額 27,999,133,931 円

　正味財産（資産総額－負債総額） 89,673,133,493 円

※１　基本財産：学校法人の設置する私立学校に必要な施設及び設備又はこれらに要する資金
※２　運用財産：学校法人の設置する私立学校の経営に必要な財産

区分 金額

財産目録



2023年度

一　資産額
（一）基本財産 71,364,828,572 円

1 土地 15,581,449,731 円

2 建物 29,518,814,333 円

3 構築物 469,717,043 円

4 教育研究用機器備品 7,293,908,352 円

5 管理用機器備品 118,643,622 円

6 図書 399,449,796 円

7 車両 15,582,392 円

8 建設仮勘定 3,909,662,650 円

9 電話加入権 9,235,277 円

10 施設利用権 12,101,866 円

11 ソフトウェア 40,891,510 円

12 有価証券 13,995,372,000 円

（二）運用財産 46,307,438,852 円

1 現金預金 14,014,218,557 円

2 未収入金 10,863,573,295 円

3 薬品 247,559,574 円

4 給食材料 1,225,141 円

5 医療材料 15,049,488 円

6 貯蔵品 74,179,764 円

7 短期貸付金 330,974,736 円

8 有価証券 9,100,000,000 円

9 出資金 13,000,000 円

10 退職給与引当特定資産 1,000,000,000 円

11 教育施設設備等引当特定資産 200,000,000 円

12 第2号基本金引当特定資産 3,006,485,000 円

13 第3号基本金引当特定資産 4,571,000,000 円

14 長期貸付金 2,648,215,581 円

15 敷金保証金 130,996,480 円

16 前払金 60,867,711 円

17 仮払金 30,093,525 円

合計 117,672,267,424 円

二　負債額
（一）固定負債
1 長期借入金 7,942,407,000 円

2 退職給与引当金 7,392,899,231 円

3 長期未払金 377,102,991 円

4 長期前受金 2,084,659,200 円

（二）流動負債
1 短期借入金 871,074,504 円

2 1年以内償還予定学校債 10,000,000 円

3 未払金 7,887,348,294 円

4 前受金 1,193,967,526 円

5 預り金 239,675,185 円

合計 27,999,133,931 円

※１　基本財産：学校法人の設置する私立学校に必要な施設及び設備又はこれらに要する資金
※２　運用財産：学校法人の設置する私立学校の経営に必要な財産

財産目録

科目 年度末



２０２３年度監事監査報告書 

 

2024年 5月 30日 

学校法人 兵庫医科大学 

理  事  会  御中 

評 議 員 会  御中 

 監  事  森田 泰夫     

                                                                   

 監  事  正木 義博     

 

                      監  事  後藤 研了     

           

 

私たちは、私立学校法第 37条第 3項及び学校法人兵庫医科大学寄附行為第 17条の

規定に基づき、学校法人兵庫医科大学監事監査規程(以下「監事監査規程」という)に

より、学校法人兵庫医科大学の 2023年度(2023年 4月 1日から 2024年 3月 31日ま

で)の学校法人の業務並びに財産の状況について監査を行いました。その方法及び結果

について以下のとおり報告いたします。 

 

1. 監査の方法 

私たちは監査にあたり、常務会、経営常務会、理事会、評議員会及びその他重

要会議に出席するほか、2023年度監事監査計画で取り上げた各キャンパスにおけ

る業務の状況について、各担当理事その他からの状況の聴取または書面提出及び

内部監査室から内部監査の報告の聴取並びに私立学校振興助成法第 14条 3項の規

定に基づく会計監査を実施している監査法人から、監査の実施状況及びその結果

について報告を受け、さらに、学校法人の業務並びに財産の状況について意見を

述べるに当たり、必要と認めた監査手続を監事監査規程に基づき実施しました。 

 

2. 監査の結果 

学校法人の業務に関する決定及び執行は適切であり、計算書類、すなわち、資

金収支計算書、事業活動収支計算書及び貸借対照表並びに財産目録等は、会計帳

簿の記録と合致し、その収支及び財産の状況を、事業報告書は学校法人の状況を

適切に表示しており、業務又は財産に関する不正の行為、または、法令もしくは

寄附行為に違反する重大な事実はないものと認めます。 

以上 


